
単一化文法を用いた日本語文の構文解析における並列構造の処理	

中村	健†	 乙武	北斗‡	 田辺	利文‡	 吉村	賢治‡	

福岡大学大学院	工学研究科†	 	 福岡大学	工学部‡	

	

1. はじめに	
並列構造は１文中に同等の機能を持つ複数の

単語や句を並べたものである.並列構造は文章の

冗長性を無くし,簡潔に記述することに役立って

いる.しかし,並列構造は構文解析を困難にする

要因の１つとなっている.	

本稿では,日本語句構造文法(JPSG)[1]に基づく

単一化文法を用いた構文解析[2]における並列構造

の処理方法を提案する.なお,本稿の入力文は事

前に形態素に分割されたものとする.	
	

2. 並列構造	
並列構造は次のような特性を持つ[3][4].	

(1). 句を接続する働きを持つ文字列(並列キー)が
存在する.	

(2). 並列キーの前と後に同じ形式の文要素(並列
要素)が存在する.	

(3). 並列要素の単語数は,必ずしも同一ではない.	
(4). 文から並列キーと片方の並列要素を取り除い

ても意味が通る.	

また,並列構造には次のような種類がある.	

(a). 	名詞並列:名詞や名詞句の並列	
(b). 	述語並列	

	 :連用修飾語を共有する述語の並列	

	 :連用修飾語を共有しない述語の並列	

(c). 	部分並列	
		:複数の連用修飾語や名詞•名詞句	

	 	からなる並列	

さらに,並列構造には並列が入れ子になるもの

(d)や３個以上の並列要素が連接するもの(e)が

存在する.	

(d).	太郎が{(ｺｰﾋｰに砂糖)、(水を氷)に入 re}	

{	客に提供	s	}	ru	

(e).	太郎が(ｺｰﾋｰに砂糖)、(水に氷)、	

(牛乳に蜂蜜)	を入 re	ru	
	

3. 単一化文法を用いた構文解析	
構文解析は CYK アルゴリズムで行う.『犬が吠

える』という文を解析すると図 1のような解析表

が得られる.図１のセル中の数値はそのセルに存

在する要素の数を表しており,各要素には素性構

造とその他の構文情報が格納されている.	

	

	

	

	

	

	

4. 並列構造の処理	
構文解析を行なった結果,解析表の右端最上位

セル(図 1では(3,3))に要素が得られない場合,解

析に失敗したとして,並列構造の処理を試みる.				

この処理は文に対して,	(1)並列要素の推定と	

(2)並列構造の分解	を行うことで,図２のように

文の並列構造を分解し,単文の生成を行う.	

	

文に複数の並列構造が存在する場合,並列構造

を分解する順番を考慮する必要があるが,並列キ

ーが無くなるまで(1),(2)の処理を再帰的に行う

ことで,同様に並列構造を分解し,単文を生成す

ることが可能である.並列構造の処理の流れを	

図 3に示す.	

	

この処理が対象とする並列構造は,単一化文法

の枠組みで処理ができない,名詞並列以外の並列

構造である.	
	

(1)	並列要素の推定	(図 3.(1))	

並列要素の推定には,図 4のような解析表とセ

ルに登録されている構文情報(素性構造の形式で

構成要素などが記述されている)を用いる.	

図 1.	解析表	

図 2.	単文の生成	

図 3.	並列構造の処理	
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並列キーを中心とした,前後の任意の範囲の文

要素において,それぞれが持つ部分木の根の類似

性を調べ,類似性のある組を検出する.部分木の

根は,その文要素で構成可能な部分木の最上位階

層である.(例:図 4 の『タンクに水』の部分木の

根は,『タンクに』が形成する座標(3,1)と『水』

が形成する座標(4,0)である).	 類似性は任意の	

構文情報同士が単一化可能であるかを調べ,単一

化が可能であれば類似性があると判定し,不可能

であれば類似性がないと判定する.並列要素の	

推定の流れを図 5に示す.	

	

図 4 の文に対し,並列要素の推定を行うと,

『タンクに水』と『フィルタに豆』が並列要素

であると推定する*1.	
	

(2)	並列構造の分解	(図 3.(2))	

並列構造の分解は,(1)並列要素の推定の結果

に基づいて,並列キーとそれぞれ並列要素を取り

除いた ,２つの文 (a)と (b)の生成を行う .	

(図 3.(2)-2	)	

(a) ユーザがタンクに水を入 re	ru	
(b) ユーザがフィルタに豆を入 re	ru	
そして,文(b)は単文リスト(図 3.の result)に追

加し,文(a)も文中に並列構造が無ければ result

に追加し,処理を終える.	

文(a)に並列構造が含まれている場合は,文(a)

に対して再度並列構造の処理を行う.	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

さらに,並列構造の分解の過程で次の処理を追加	

することで,result に残っている並列構造を取り

除く.(図 3.(2)-1	)	

(i) result 内の文に[並列ｷｰと後の並列要素]が
全て存在する場合,その文から[並列ｷｰと後

の並列要素]を取り除く.	

(ii) result 内の文に[前の並列要素と並列ｷｰ]が
全て存在する場合,その文から[前の並列要

素と並列ｷｰ]を取り除く.	
	

5. おわりに	
本研究では,単一化文法を用いた構文解析を開

発し,本稿の並列構造の処理の導入を行なった.

そして,単一化文法の枠組みで対応できなかった

「述語並列」,「部分並列」,「並列の入れ子」,

「並列の連接」の並列構造を含む文に対し,検証

を行なった.その結果,期待した並列要素の推定

結果を得ることができ,その推定を基に並列構造

を含む文を分解し,単文の生成ができることを確

認した.		
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図 4.	解析表	

図 5.	並列要素の推定	

*1:『水』と『フィルタ』も類似性ありと判定されるが

名詞並列であるため無視するように設定している. 
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